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池田　一歩 
ベースボール選手 

石田　祥平 
プロスポーツ選手か、 

国土地理院で働くか、トラベルライター。 

岩奥　真美 
美容師か薬剤師 

江口　稔征 
オートレース選手か 
スポーツ新聞記者 

 

川畑　　裕 
飛行機のパイロット 

倉津　仁美 
美容師 

杉岡　正教 
ガラス職人 

園田　祐月 
発明家 

歳山　　楓 
歌　手 

 

永島　由貴 
客室乗務員 

西村　　啓 
牧　師 

向井 明日香 
看護士か美容師 

20人 

183人 

373人 

510人 

403人 

356人 

319人 

297人 

2,461人 

明治41年生まれ 

大正　9年生まれ　 

昭和　7年生まれ　 

　　19年生まれ　 

　　31年生まれ 

　　43年生まれ 

　　55年生まれ 

平成　4年生まれ 

岡垣町内 

 

名　　前 
将来の夢 
 

～戸切小学校5年生～ 申 年 生 ま れ 

環境にやさしいまちへ 
国際標準化規格「ISO14001」を取得しました 

　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子どもたちにどもたちに 

残していくことは、今を生きる私たちの役目です。残していくことは、今を生きる私たちの役目です。 

　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進してい　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進していきます。きます。 

環境にやさしいまちへ 
国際標準化規格「ISO14001」を取得しました 

　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子どもたちに 

残していくことは、今を生きる私たちの役目です。 

　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進していきます。 

宮　 美代子 
劇団に入って役者 
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岡
垣
町
長
　
　
樋
�
　
龍
治 

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
４
年
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
ク
リ
ー
ン
な
町

政
へ
の
期
待
と
岡
垣
町
の
名
誉
回
復
を
か
け
た
重
要
な
選
挙
で
皆
様
の
付
託
を
受
け
、
常
に｢

町
民

の
視
線
に
立
ち
、
公
平
・
公
正
、
透
明
性
の
あ
る
町
政
に
取
り
組
む｣

こ
と
を
心
が
け
、
情
報
公
開

条
例
や
政
治
倫
理
条
例
な
ど
の
制
定
、
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政
機
構
の
整
備
、
出
前
講
座
な

ど
に
よ
る
対
話
行
政
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
現
在
、
国
で
は
、
地
方
分
権
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
基
盤
や
自
立
性
の

強
化
を
実
現
す
る
た
め
、
三
位
一
体
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
状
態
で

す
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
地
方
自
治
体
も
、
絶
え
間
な
い
行
政
改
革
に
よ
り
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
と

財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
三
位
一
体
の
改
革
が
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
自
主
的
・
自
立
的
な
財
政
運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
制
度
改
革
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

　
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
か
ら
遠
賀
郡
４
町
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
合
併
の
可
否

を
含
め
た
４
町
の
合
併
に
関
す
る
具
体
的
な
協
議
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
公
約
で
、
町
民
の
総
意
に
基
づ
く
合
併
の
推
進
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
岡
垣
町
の
町
長
と

し
て
、
岡
垣
町
の
町
民
の
福
祉
向
上
を
最
優
先
に
考
え
、
同
時
に
目
先
の
損
得
で
は
な
く
、
将
来

を
見
据
え
た
合
併
の
議
論
、
そ
し
て
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
姿
勢
で
協
議
に

臨
ん
で
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
町
民
の
皆
様
の
総
意
に
基
づ
き
、
合
併
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
が
合
併
に
つ
い
て

判
断
で
き
る
よ
う
に
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
年
５
月
に
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
前
に｢
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅｣

の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
情

報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
」は
、
交
流
・
ふ
れ
あ
い
・
に
ぎ
わ
い
創
出
機
能
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
機

能
な
ど
、
４
つ
の
機
能
・
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
進
展
す
る
高
度
情
報
化
社
会

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
化
の
推
進
お
よ
び
情
報
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
、
町
民
の
皆
様

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
21
世
紀
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
な
が
ら
、
町
民
の
教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
お
よ
び
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

　
女
性
と
男
性
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
う
、｢

男
女
共
同
参
画
社
会｣

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、(

仮
称)
男
女
共

同
参
画
条
例
の
制
定
と
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談

や
、
講
演
会
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
、
情
報
提
供
な
ど
は
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
条

例
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
様
々
な
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
少
子
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
い
こ
い
の
里
に
児
童
健
全
育
成
の
拠
点
施
設(

仮
称)

「
こ
ど
も
未
来
館｣

の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
仮
称
）こ
ど
も
未
来
館
で
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
遊
び
や
世
代
間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
自
ら
生
き
る
力

を
引
き
出
し
、
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
立
ち
向
か
え
る
心
と
体
を
養
う
こ
と
や
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は
、
小
学
校
の
給
食
調
理
業

務
の
一
部
民
間
委
託
を
実
施
し
、
本
年
は
、
中
学
校
の
完
全
給
食
の
実
施
に
向
け
て
、
給
食
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
岡
垣
町
で
初
め
て
の
４
階
建
て
町
営
住
宅
、｢

海
老
津
団
地｣

が
ま
も
な
く
完
成
し
ま

す
。
こ
の
町
営
住
宅
で
は
、
新
婚
家
庭
の
入
居
者
募
集
も
予
定
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
夢
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
14
年
３
月
に
岡
垣
町
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
、
岡
垣
町

環
境
ビ
ジ
ョ
ン（
環
境
共
生
行
動
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
行
政
自
ら
が
率
先

し
て
環
境
保
全
の
推
進
に
努
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
計
画
的
削
減
の
推
進
な
ど
、
岡
垣
町
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

　
終
わ
り
に
、
本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。 

情報プラザ人の駅情報プラザ人の駅 情報プラザ人の駅 

国際交流員クリストファと国際交流員クリストファと 
将来を担う子どもたち将来を担う子どもたち 
国際交流員クリストファと 
将来を担う子どもたち 

町営住宅　海老津団地町営住宅　海老津団地 町営住宅　海老津団地 
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し
て
は
、
い
こ
い
の
里
に
児
童
健
全
育
成
の
拠
点
施
設(

仮
称)

「
こ
ど
も
未
来
館｣

の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
仮
称
）こ
ど
も
未
来
館
で
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
遊
び
や
世
代
間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
自
ら
生
き
る
力

を
引
き
出
し
、
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
立
ち
向
か
え
る
心
と
体
を
養
う
こ
と
や
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は
、
小
学
校
の
給
食
調
理
業

務
の
一
部
民
間
委
託
を
実
施
し
、
本
年
は
、
中
学
校
の
完
全
給
食
の
実
施
に
向
け
て
、
給
食
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
岡
垣
町
で
初
め
て
の
４
階
建
て
町
営
住
宅
、｢

海
老
津
団
地｣

が
ま
も
な
く
完
成
し
ま

す
。
こ
の
町
営
住
宅
で
は
、
新
婚
家
庭
の
入
居
者
募
集
も
予
定
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
夢
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
14
年
３
月
に
岡
垣
町
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
、
岡
垣
町

環
境
ビ
ジ
ョ
ン（
環
境
共
生
行
動
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
行
政
自
ら
が
率
先

し
て
環
境
保
全
の
推
進
に
努
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
計
画
的
削
減
の
推
進
な
ど
、
岡
垣
町
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

　
終
わ
り
に
、
本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。 

情報プラザ人の駅情報プラザ人の駅 情報プラザ人の駅 

国際交流員クリストファと国際交流員クリストファと 
将来を担う子どもたち将来を担う子どもたち 
国際交流員クリストファと 
将来を担う子どもたち 

町営住宅　海老津団地町営住宅　海老津団地 町営住宅　海老津団地 
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おしらせ 

　子どもと遊んだり、お母さん同士で子

育ての情報を語り合ったりしませんか。

同じ悩みで思わずほっとすることもあり

ますよ、友達づくりにいかがでしょう？ 

　(仮称)こども未来館は、子育ての楽しさ、素晴らしさ、大変さを共有し、

体験しながら親子の交流を広げる場です。子育てサークルやにこにこ育児

サークルの活動の場としても使用できます。 

※こども未来館で使用する、おもちゃやぬいぐるみを募集しています。 

(仮称)こども未来館情報 
くつろぎながら子育てを語り合う 

　今回は1階(子育て支援センター)を紹介します。 

 

問い合わせ　こども未来課へ 

県
立
遠
賀
病
院

県
立
遠
賀
病
院
 

　
　
対
策
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

　
　
対
策
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
 

 県
立
遠
賀
病
院
 

　
　
対
策
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
 

 
                      こ

れ
ま
で
の
経
緯
 

平
成
13
年
10
月
　
地
域
医
療
の
中
心
的
か
つ
総

合
的
な
医
療
施
設
と
し
て
県
立
遠
賀
病
院
改
革

に
対
し
、
存
続
を
求
め
る
陳
情
書
を
県
知
事
宛

に
提
出
 

平
成
14
年
２
月
５
日
　
県
立
遠
賀
病
院
の
存
続

を
求
め
る
要
望
書
と
、
一
万
四
千
八
百
四
人
の

存
続
署
名
簿
を
県
知
事
宛
に
提
出
 

平
成
14
年
９
月
　
県
が
町
に
遠
賀
病
院
改
革
の

意
見
を
求
め
る
。
町
は
、
公
設
民
営
化
の
方
針

を
意
見
書
と
し
て
提
出
 

平
成
15
年
10
月
　
福
岡
県
行
政
改
革
審
議
会
で

審
議
が
進
め
ら
れ
る
。
県
は
県
直
営
と
い
う
現

在
の
経
営
形
態
で
改
革
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
抜
本
的
な
県
立
病
院
改
革
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
決
定
 

【
改
革
の
方
向
性
】
 

1
　
朝
倉
、
柳
川
、
嘉
穂
、
遠
賀
病
院
は
民
間

へ
移
譲
 

　
右
の
病
院
は
、
県
立
病
院
と
し
て
の
役
割
は

希
薄
化
し
て
お
り
、
診
療
機
能
の
維
持
・
向
上

や
健
全
な
経
営
が
期
待
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

に
移
譲
す
る
。
 

2
　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

　
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
朝
倉
、
遠
賀
病
院

と
、
経
営
状
況
が
極
め
て
悪
い
太
宰
府
病
院（
公

設
民
営
化
）を
先
行
し
て
実
施
す
る
。
移
譲
先
と

の
協
議
や
職
員
の
意
向
聴
取
な
ど
の
期
間
を
考

慮
し
、
平
成
17
年
春
の
実
施
を
目
標
と
す
る
。
 

3
　
地
域
医
療
の
確
保
 

　
県
立
病
院
が
行
っ
て
き
た
医
療
は
、
移
譲
さ

れ
る
病
院
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
医
療
の
確
保
を

図
る
。
　
　
 

【
改
革
の
進
め
方
】
 

1
　
移
譲
先
の
選
定
 

　
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
会
の
意

見
を
聴
き
、
職
員
の
雇
用
確
保
に
十
分
留
意
し

て
、
医
療
機
関
の
意
向
を
聴
取
し
た
上
で
移
譲

先
を
選
定
す
る
。
　
 

2
　
地
域
医
療
の
維
持
・
向
上
 

　
移
譲
す
る
県
立
病
院
が
所
在
す
る
地
域
ご
と

の
取
り
組
み
と
し
て
 

○
県
立
病
院
が
行
っ
て
き
た
医
療
は
、
移
譲
す

　
る
病
院
に
引
き
継
ぐ
。
 

○
地
域
で
要
望
の
多
い
医
療
機
能
の
充
実
策
な

　
ど
は
、
移
譲
先
と
の
協
議
を
進
め
、
体
制
の

　
整
備
を
図
る
。
 

〔
遠
賀
病
院
に
つ
い
て
〕
 

○
遠
賀
病
院
が
現
在
行
っ
て
い
る
痴
呆
疾
患
な

　
ど
に
対
す
る
老
人
医
療
は
、
移
譲
先
へ
引
き

　
継
ぐ
。
 

○
地
域
で
要
望
の
多
い
小
児
救
急
を
含
む
救
急

　
医
療
は
、
移
譲
先
や
地
元
と
の
協
議
を
進
め
、

　
新
た
な
体
制
の
整
備
を
図
る
。
 

　
そ
の
ほ
か
、
移
譲
先
医
療
機
関
へ
の
支
援
と

し
て
、
資
産
譲
渡
な
ど
の
特
例
や
運
営
費
の
補

助
、
施
設
整
備
費
の
補
助
の
検
討
を
行
う
。
 

平
成
15
年
10
月
28
日
　
福
岡
県
の
県
立
病
院
改

革
に
対
し
、
県
立
遠
賀
病
院
改
革
の
要
望
書
を

提
出
 

【
要
望
書
の
内
容
】
 

1
　
岡
垣
町
が
直
接
病
院
経
営
を
す
る
考
え
は

な
い
。
 

2
　
移
譲
先
医
療
機
関
の
選
考
斡
旋
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 

○
総
合
的
診
療
科
目
が
あ
る
病
院
へ
の
継
承
 

○
規
模
や
経
営
内
容
な
ど
、
健
全
運
営
が
期
待

　
で
き
る
医
療
機
関
へ
の
継
承
。
 

○
移
譲
後
は
、
病
院
用
地
無
償
貸
付
を
し
、
病

　
院
施
設
整
備（
全
面
改
装
）は
県
費
で
行
う
。
 

○
高
齢
化
に
対
応
し
た
病
院
変
革
（
痴
呆
疾
患
、

　
整
形
外
科
の
拡
充
）
 

○
小
児
救
急
医
療
の
拡
充
（
先
端
の
医
療
機
器

　
を
備
え
た
医
療
の
提
供
）
 

3
　
移
譲
後
経
営
難
で
病
院
閉
鎖
と
い
う
最
悪

の
事
態
を
避
け
る
た
め
、
当
分
の
間
、
県
か
ら

病
院
経
営
費
用
の
一
定
支
援
を
行
う
 

4
　
移
譲
先
機
関
は
、
移
譲
後
も
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
現
在
地
で
の
医
療
を
継
続
す
る
こ

と
。
 

平
成
15
年
12
月
４
日
　
県
立
遠
賀
病
院
対
策
協

議
会
の
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
立
遠
賀

病
院
の
民
間
移
譲
先
に
つ
い
て
、
県
福
祉
部
次

長
、
病
院
対
策
長
に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
助
信
県
議
・
松
本
県
議
も
同

行
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
樋
高
町
長
が
公
務
の
た
め
不
在
で

あ
っ
た
の
で
、
町
長
代
理
と
し
て
広
渡
助
役
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

　
県
か
ら
は
、
こ
の
要
望
の
趣
旨
を
移
譲
先
検

討
委
員
会
に
伝
え
、
地
元
の
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
 

平
成
15
年
12
月
９
日
　
第
１
回
目
の
県
立
病
院

対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
県
の
移
譲
先
検
討

委
員
会
の
審
議
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
医

療
機
関
へ
の

移
譲
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、

自
治
区
長
会
、

老
人
ク
ラ
ブ

寿
会
連
合
会

の
協
力
を
得

な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
 

 

　
県
の
県
立
遠
賀
病
院
民
間
移
譲
計
画
に
対

し
、
早
急
に
対
策
が
必
要
な
た
め
、
町
執
行

部
・
町
議
会
議
長
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

で
組
織
す
る
県
立
遠
賀
病
院
対
策
協
議
会
を
、

12
月
３
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
の
構
成
は
、
次
の
10
人
で
す
。
 

会
　
長
　
　
樋
�
町
長
 

副
会
長
　
　
木
原
議
長
 

委
　
員
　
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
 

　
　
　
　
　
大
堂
議
員
、
市
津
議
員
 

　
　
　
　
　
久
保
田
議
員
、
矢
島
議
員
 

　
　
　
　
　
細
川
議
員
、
西
田
議
員
 

町
執
行
部
　
企
画
政
策
室
長
 

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課
長
 

　
委
員
の
任
期
は
、
遠
賀
病
院
の
移
譲
先
が

決
定
す
る
ま
で
で
す
。
 

工事完了予定は 
平成16年3月です 

遊戯室、集会室 

　お菓子作りや旬の食材を使った調理な

どを予定しています。 

調理室 

　触ったり、音を出したりして乳幼児の

視覚・聴覚・触覚を刺激し、感覚を豊か

にします。家では見られないお子さんの

表情や仕草が見られるかもしれませんね！ 

おもちゃリサイクル広場、ぬいぐるみ広場 

　最近、年金受給者に対して、社会保険庁や年金

相互管理センターなどの架空団体名を名乗り、｢年

金の払い過ぎがあったので、指定の銀行口座に振

り込みなさい。振り込まない場合

は、次回からの年金を停止する。

あなたの財産を差し押さえする。｣

などの電話や郵便物があり、現金

を詐欺する事件が発生しています。 

　社会保険庁や社会保険事務所では、過払い分の

年金などを指定口座への現金振り込みや郵送で返

納させることは一切ありません。また、電話や文

書だけで一方的に年金の支払いを停止することも

一切ありません。 

　このような不審な電話や郵便物があったら、直

ちに連絡してください。 

 

年金受給者に対する不審な電話や郵便物にご注意！ 
 

問い合わせ 八幡社会保険事務所　　631-7961へ 

井戸端会
議を 

楽しみま
しょう！

 

クライミングウォール 

エレベーターエレベーター エレベーター 

図書室 

ボランティア室 

倉庫 
医務室 

カウンター 

おもちゃリサイクル広場 

ぬいぐるみ広場 

玄関 

男子 
トイレ 

女子 
トイレ 

遊戯室 集会室 保育室 

調理室 

 

きき米大会？！ 
新米でおにぎり！ 
上畑産？　湯川産？ 

問い合わせ 
企画政策室へ 

12月4日：要請行動の様子 12月4日：要請行動の様子 
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で
改
革
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
抜
本
的
な
県
立
病
院
改
革
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
決
定
 

【
改
革
の
方
向
性
】
 

1
　
朝
倉
、
柳
川
、
嘉
穂
、
遠
賀
病
院
は
民
間

へ
移
譲
 

　
右
の
病
院
は
、
県
立
病
院
と
し
て
の
役
割
は

希
薄
化
し
て
お
り
、
診
療
機
能
の
維
持
・
向
上

や
健
全
な
経
営
が
期
待
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

に
移
譲
す
る
。
 

2
　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

　
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
朝
倉
、
遠
賀
病
院

と
、
経
営
状
況
が
極
め
て
悪
い
太
宰
府
病
院（
公

設
民
営
化
）を
先
行
し
て
実
施
す
る
。
移
譲
先
と

の
協
議
や
職
員
の
意
向
聴
取
な
ど
の
期
間
を
考

慮
し
、
平
成
17
年
春
の
実
施
を
目
標
と
す
る
。
 

3
　
地
域
医
療
の
確
保
 

　
県
立
病
院
が
行
っ
て
き
た
医
療
は
、
移
譲
さ

れ
る
病
院
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
医
療
の
確
保
を

図
る
。
　
　
 

【
改
革
の
進
め
方
】
 

1
　
移
譲
先
の
選
定
 

　
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
会
の
意

見
を
聴
き
、
職
員
の
雇
用
確
保
に
十
分
留
意
し

て
、
医
療
機
関
の
意
向
を
聴
取
し
た
上
で
移
譲

先
を
選
定
す
る
。
　
 

2
　
地
域
医
療
の
維
持
・
向
上
 

　
移
譲
す
る
県
立
病
院
が
所
在
す
る
地
域
ご
と

の
取
り
組
み
と
し
て
 

○
県
立
病
院
が
行
っ
て
き
た
医
療
は
、
移
譲
す

　
る
病
院
に
引
き
継
ぐ
。
 

○
地
域
で
要
望
の
多
い
医
療
機
能
の
充
実
策
な

　
ど
は
、
移
譲
先
と
の
協
議
を
進
め
、
体
制
の

　
整
備
を
図
る
。
 

〔
遠
賀
病
院
に
つ
い
て
〕
 

○
遠
賀
病
院
が
現
在
行
っ
て
い
る
痴
呆
疾
患
な

　
ど
に
対
す
る
老
人
医
療
は
、
移
譲
先
へ
引
き

　
継
ぐ
。
 

○
地
域
で
要
望
の
多
い
小
児
救
急
を
含
む
救
急

　
医
療
は
、
移
譲
先
や
地
元
と
の
協
議
を
進
め
、

　
新
た
な
体
制
の
整
備
を
図
る
。
 

　
そ
の
ほ
か
、
移
譲
先
医
療
機
関
へ
の
支
援
と

し
て
、
資
産
譲
渡
な
ど
の
特
例
や
運
営
費
の
補

助
、
施
設
整
備
費
の
補
助
の
検
討
を
行
う
。
 

平
成
15
年
10
月
28
日
　
福
岡
県
の
県
立
病
院
改

革
に
対
し
、
県
立
遠
賀
病
院
改
革
の
要
望
書
を

提
出
 

【
要
望
書
の
内
容
】
 

1
　
岡
垣
町
が
直
接
病
院
経
営
を
す
る
考
え
は

な
い
。
 

2
　
移
譲
先
医
療
機
関
の
選
考
斡
旋
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 

○
総
合
的
診
療
科
目
が
あ
る
病
院
へ
の
継
承
 

○
規
模
や
経
営
内
容
な
ど
、
健
全
運
営
が
期
待

　
で
き
る
医
療
機
関
へ
の
継
承
。
 

○
移
譲
後
は
、
病
院
用
地
無
償
貸
付
を
し
、
病

　
院
施
設
整
備（
全
面
改
装
）は
県
費
で
行
う
。
 

○
高
齢
化
に
対
応
し
た
病
院
変
革
（
痴
呆
疾
患
、

　
整
形
外
科
の
拡
充
）
 

○
小
児
救
急
医
療
の
拡
充
（
先
端
の
医
療
機
器

　
を
備
え
た
医
療
の
提
供
）
 

3
　
移
譲
後
経
営
難
で
病
院
閉
鎖
と
い
う
最
悪

の
事
態
を
避
け
る
た
め
、
当
分
の
間
、
県
か
ら

病
院
経
営
費
用
の
一
定
支
援
を
行
う
 

4
　
移
譲
先
機
関
は
、
移
譲
後
も
地
域
医
療
の

拠
点
と
し
て
現
在
地
で
の
医
療
を
継
続
す
る
こ

と
。
 

平
成
15
年
12
月
４
日
　
県
立
遠
賀
病
院
対
策
協

議
会
の
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
立
遠
賀

病
院
の
民
間
移
譲
先
に
つ
い
て
、
県
福
祉
部
次

長
、
病
院
対
策
長
に
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
助
信
県
議
・
松
本
県
議
も
同

行
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
樋
高
町
長
が
公
務
の
た
め
不
在
で

あ
っ
た
の
で
、
町
長
代
理
と
し
て
広
渡
助
役
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

　
県
か
ら
は
、
こ
の
要
望
の
趣
旨
を
移
譲
先
検

討
委
員
会
に
伝
え
、
地
元
の
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
 

平
成
15
年
12
月
９
日
　
第
１
回
目
の
県
立
病
院

対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
県
の
移
譲
先
検
討

委
員
会
の
審
議
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
医

療
機
関
へ
の

移
譲
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、

自
治
区
長
会
、

老
人
ク
ラ
ブ

寿
会
連
合
会

の
協
力
を
得

な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
 

 

　
県
の
県
立
遠
賀
病
院
民
間
移
譲
計
画
に
対

し
、
早
急
に
対
策
が
必
要
な
た
め
、
町
執
行

部
・
町
議
会
議
長
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

で
組
織
す
る
県
立
遠
賀
病
院
対
策
協
議
会
を
、

12
月
３
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
の
構
成
は
、
次
の
10
人
で
す
。
 

会
　
長
　
　
樋
�
町
長
 

副
会
長
　
　
木
原
議
長
 

委
　
員
　
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
 

　
　
　
　
　
大
堂
議
員
、
市
津
議
員
 

　
　
　
　
　
久
保
田
議
員
、
矢
島
議
員
 

　
　
　
　
　
細
川
議
員
、
西
田
議
員
 

町
執
行
部
　
企
画
政
策
室
長
 

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課
長
 

　
委
員
の
任
期
は
、
遠
賀
病
院
の
移
譲
先
が

決
定
す
る
ま
で
で
す
。
 

工事完了予定は 
平成16年3月です 

遊戯室、集会室 

　お菓子作りや旬の食材を使った調理な

どを予定しています。 

調理室 

　触ったり、音を出したりして乳幼児の

視覚・聴覚・触覚を刺激し、感覚を豊か

にします。家では見られないお子さんの

表情や仕草が見られるかもしれませんね！ 

おもちゃリサイクル広場、ぬいぐるみ広場 

　最近、年金受給者に対して、社会保険庁や年金

相互管理センターなどの架空団体名を名乗り、｢年

金の払い過ぎがあったので、指定の銀行口座に振

り込みなさい。振り込まない場合

は、次回からの年金を停止する。

あなたの財産を差し押さえする。｣

などの電話や郵便物があり、現金

を詐欺する事件が発生しています。 

　社会保険庁や社会保険事務所では、過払い分の

年金などを指定口座への現金振り込みや郵送で返

納させることは一切ありません。また、電話や文

書だけで一方的に年金の支払いを停止することも

一切ありません。 

　このような不審な電話や郵便物があったら、直

ちに連絡してください。 

 

年金受給者に対する不審な電話や郵便物にご注意！ 
 

問い合わせ 八幡社会保険事務所　　631-7961へ 

井戸端会
議を 

楽しみま
しょう！

 

クライミングウォール 

エレベーターエレベーター エレベーター 

図書室 

ボランティア室 

倉庫 
医務室 

カウンター 

おもちゃリサイクル広場 

ぬいぐるみ広場 

玄関 

男子 
トイレ 

女子 
トイレ 

遊戯室 集会室 保育室 

調理室 

 

きき米大会？！ 
新米でおにぎり！ 
上畑産？　湯川産？ 

問い合わせ 
企画政策室へ 

12月4日：要請行動の様子 12月4日：要請行動の様子 



広報おかがき　平成16年1月10日号 

岡垣町役場 
教育委員会 

○いこいの里在宅介護支援センター 
282-1211 283-0033

○岡垣東部在宅介護支援センター 282-5103
○岡垣在宅介護支援センター 282-5167
○シルバー人材センター 282-4688

○中央公民館 282-0162 ○東部公民館 282-0035 ○西部公民館 282-7476 ○社会福祉協議会 283-2940
岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

おしらせ おしらせ 

広報おかがき　平成16年1月10日号 � �

恩
給
欠
格
者
、

恩
給
欠
格
者
、
 

　
　
　

　
　
　

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

恩
給
欠
格
者
、
 

　
　
　

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！
 

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！
 

所
得
税
の
還
付
申
告

所
得
税
の
還
付
申
告
 

所
得
税
の
還
付
申
告
 

年
賀
状
展
人
気
投
票

年
賀
状
展
人
気
投
票
 

年
賀
状
展
人
気
投
票
 

家
庭
の
日
の
標
語

家
庭
の
日
の
標
語
 

家
庭
の
日
の
標
語
 

県
営
住
宅
の

県
営
住
宅
の
 

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ペ
タ
ン
ク
教
室

ペ
タ
ン
ク
教
室
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
　
　
　
　
　

ペ
タ
ン
ク
教
室
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
 

合
併
協
議
会
が

合
併
協
議
会
が
 

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！
 

合
併
協
議
会
が
 

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！
 

募
　
　
　
集 

講
演
・
講
座 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化 

　20世紀、人類は2度にわたる悲惨な大戦を通して、世界平和のために国

際的な人権保障のシステムを作る必要性を学びました。この人権の保障

を世界的規模で普及させるために、国連で決議されたものが｢人権教育の

ための国連10年｣です。 

　福岡県では、平成10年に｢人権教育のための国連10年福岡県行動計画｣

を策定し、人権教育・啓発を積極的に推進しています。 

　この機会に人権や差別の問題について、考えてみませんか。 

福岡県「人権教育のための国連10年」講演会 

と　き　1月28日(水)午後１時 

【第2部】　講　演 
演　題　最後まで、 
　　　　尊厳をもって生きる。 

ところ　クローバープラザ(春日市) 

 【第1部】　人権コンサート 
テーマ　わたしの子育て、 
　　　　本当はどうかな？ 

内　容 

入場料　無　料　 
※手話通訳、要約筆記で説明します。 

 

 問い合わせ　福岡県保健福祉部人権・同和対策局調整課　092-651-1111へ 
 

1995年から2004年は人権教育のための国連10年です  

 

　子どもの良いところをほめて伸ば

していこうということを目標に、岡

垣町児童生徒表彰を実施します。 

　子どもの良さは数多くの基準があ

ると思いますが、今年度はボランテ

ィア活動への参加(ボランティアノート)

を中心に選考します。 

対　象　小学1年生から中学3年生(義

務教育期間中何度でも受賞可) 

選考対象期間　平成15年4月から12月 

選考基準　○ボランティア活動に参

　　　　　　 加した 

　　　　　 ○特別な善行を行った 

表　彰　3学期に学校で表彰し、記念

　　　品を贈ります。 

問い合わせ　社会教育課へ 

○遺伝病ではありません。 

○感染力の極めて弱い細菌が原因の病気です。飲食や入浴など

　の日常生活では感染しません。旅館業法第5条第1号および

　公衆浴場法第4条の｢伝染病の疾病｣には該当しません。 

○優れた治療薬が開発されているので、数日から1週間ほどの

　外来治療で完治します。 

○回復した人に接触しても感染しません。 

○早期に治療すれば、身体に障害が残りません。また、身体の

　変化は後遺症に過ぎません。 

 

　療養所に入所しているほとんどの入所者がハンセン病自体は

治癒しているにもかかわらず、ハンセン病に対する偏見や差別

が地域社会への復帰を困難にしています。 

問い合わせ　福岡法務局北九州支局人権擁護係　561-3542へ 

ハンセン病について 
正しく理解しましょう 

岡垣町児童生徒表彰を始めます 

     　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
 

○
旧
軍
人
・
軍
属
で
、
恩
給
な
ど
を

受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
 

○
終
戦
時
に
海
外
か
ら
戻
っ
て
き
た

人
 

※
す
で
に
請
求
し
た
人
は
、
請
求
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

申
し
込
み
方
法
　
健
康
福
祉
課
に
あ

る
請
求
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に
提
出
 

問
い
合
わ
せ
　
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
　
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３
へ
 

   ○
母
子
家
庭
の
人
の
就
労
相
談
や
情

報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
０
９
２-

５
８
４-

３
９
３
１
 

福
岡
県
児
童
家
庭
課
 

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
７
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

 ○
就
職
に
つ
な
が
る
教
育
訓
練
講
座

の
受
講
や
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
取

得
す
る
た
め
の
自
立
支
援
給
付
金
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

対
　
象
　
県
内
の
町
村
に
住
所
が
あ

る
母
子
家
庭
の
人
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
児
童
家
庭
課

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
７
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   　
平
成
15
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

受
け
付
け
は
、
平
成
16
年
２
月
16
日

（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
で
す
が
、

還
付
を
受
け
る
申
告
に
限
り
、
平
成

16
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
若
松
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
還
付
の
申
告
書
を
早
く
提
出
す
る

と
、
早
く
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署
�
７
６

１-

２
５
３
６
へ
 

        　
応
募
作
品
か
ら
、
気
に
入
っ
た
作

品
に
一
票
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
投

票
し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
　
ま
た
、
投

票
で
人
気
作
品
上
位
30
人
に
も
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
16
日
（
金
）
か
ら
31
日

（
土
）　
 

と
こ
ろ
　
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
 

投
票
方
法
　
ぎ
ゃ
ら
り
ー
の
中
央
に

あ
る
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
設
置
し

て
あ
る
「
み
ん
な
の
ご
意
見
箱
」
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
運

営
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中
央
公
民

館
内
）へ
 

      　
平
成
15
年
度
か
ら
毎
月
第
３
日
曜

日
を
家
庭
の
日
と
定
め
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
　
象
　
岡
垣
町
民
 

申
し
込
み
方
法
　
社
会
教
育
課
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
２
８
２-

６
０
２
４
）
・
中
央

公
民
館
窓
口
へ
 

締
め
切
り
　
平
成
16
年
１
月
30
日（
金
） 

※
優
秀
作
に
は
景
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
月
７
日
（
土
）
の
家

庭
教
育
講
演
会
で
掲
示
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
へ
 

   募
集
団
地
　
小
森
野
団
地（
久
留
米
市
） 

募
集
期
間
　
平
成
16
年
１
月
19
日（
月
）

か
ら
１
月
27
日（
火
） 

応
募
方
法
　
平
成
16
年
１
月
19
日（
月
）

か
ら
役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
・

東
部
公
民
館
に
あ
る
入
居
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

県
営
住
宅
管
理
事
務

所
　
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

      

　
公
開
で
行
わ
れ
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
28
日（
水
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里
 

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
室
へ
 

   　
重
度
視
覚
障
害
者
・
重
度
脳
性
ま

ひ
者
な
ど
の
全
身
性
障
害
者
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
※
託
児
有
 

と
こ
ろ
　
グ
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）　
 

と
　
き
　
平
成
16
年
３
月
４
日
（
木
）

か
ら
３
月
27
日（
土
） 

対
　
象
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

婦
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級
の

資
格
者
ま
た
は
本
講
習
会
終
了
時
ま

で
に
取
得
予
定
の
人
 

受
講
料
　
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
（
六

千
五
百
円
）は
自
己
負
担
 

定
　
員
　
20
人
 

申
し
込
み
　
平
成
16
年
１
月
30
日（
金
）

ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
８

１
６-

０
８
０
４
春
日
市
原
町
３-

１-

７
グ
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ
郵

送
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
　
０
９
２-

５
８
４-

３
９

２
２
へ
 

      　
ペ
タ
ン
ク
を
し
て
み
た
い
と
い
う

人
、
今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機

会
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
体
を
動
か

し
た
い
と
い
う
人
な
ど
を
対
象
に
、

ペ
タ
ン
ク
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
平
成
16
年
２
月
１
日
・
15 

日
、
３
月
７
日
・
21
日
※
い
ず
れ
も

第
１
・
３
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
 

と
こ
ろ
　
す
ぱ
ー
く
岡
垣
 

対
　
象
　
岡
垣
町
民
 

募
集
人
数
　
１
回
50
人
程
度
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公

民
館
へ
 

 

～正しい理解が偏見や差別をなくす第一歩です～ 

お
し
ら
せ 

家族みんなで 

新年を笑顔で 

再確認!
年始の 
交通安全 
チェック 

過ごすために 

いつでもどこでも安全確認 シートベルトを必ず着用 

しない、させない飲酒運転 天気予報や道路情報を必ずチェック 

問い合わせ　折尾警察署・折尾防犯協会連合会　691-0110または岡垣町防犯協会(地域づくり課)へ 

 

事故は慣れた 
道路で多発する 

 

後部座席でも 
しっかり着用 
 
子どもにはチャイ 
ルドシートを 

わずかなお酒も 
事故のもと 

不安なときは 
ルートを変えよう 

お
詫
び
と
訂
正
 

 

『
広
報
お
か
が
き
』
12
月
25
日
の

行
事
予
定
の
中
で
、
１
月
12
日（
祝
・

月
）・
成
人
式
の
受
付
時
間
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。 

正
し
く
は
、
受
付
＝
午
前
10
時
30

分
、
式
典
＝
午
前
11
時
で
す
。
深

く
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 



広報おかがき　平成16年1月10日号 

岡垣町役場 
教育委員会 

○いこいの里在宅介護支援センター 
282-1211 283-0033

○岡垣東部在宅介護支援センター 282-5103
○岡垣在宅介護支援センター 282-5167
○シルバー人材センター 282-4688

○中央公民館 282-0162 ○東部公民館 282-0035 ○西部公民館 282-7476 ○社会福祉協議会 283-2940
岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

おしらせ おしらせ 

広報おかがき　平成16年1月10日号 � �

恩
給
欠
格
者
、

恩
給
欠
格
者
、
 

　
　
　

　
　
　

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

恩
給
欠
格
者
、
 

　
　
　

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！
 

母
子
家
庭
、
支
援
し
ま
す
！
 

所
得
税
の
還
付
申
告

所
得
税
の
還
付
申
告
 

所
得
税
の
還
付
申
告
 

年
賀
状
展
人
気
投
票

年
賀
状
展
人
気
投
票
 

年
賀
状
展
人
気
投
票
 

家
庭
の
日
の
標
語

家
庭
の
日
の
標
語
 

家
庭
の
日
の
標
語
 

県
営
住
宅
の

県
営
住
宅
の
 

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ペ
タ
ン
ク
教
室

ペ
タ
ン
ク
教
室
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
　
　
　
　
　

ペ
タ
ン
ク
教
室
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
 

合
併
協
議
会
が

合
併
協
議
会
が
 

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！
 

合
併
協
議
会
が
 

　
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！
 

募
　
　
　
集 

講
演
・
講
座 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化 

　20世紀、人類は2度にわたる悲惨な大戦を通して、世界平和のために国

際的な人権保障のシステムを作る必要性を学びました。この人権の保障

を世界的規模で普及させるために、国連で決議されたものが｢人権教育の

ための国連10年｣です。 

　福岡県では、平成10年に｢人権教育のための国連10年福岡県行動計画｣

を策定し、人権教育・啓発を積極的に推進しています。 

　この機会に人権や差別の問題について、考えてみませんか。 

福岡県「人権教育のための国連10年」講演会 

と　き　1月28日(水)午後１時 

【第2部】　講　演 
演　題　最後まで、 
　　　　尊厳をもって生きる。 

ところ　クローバープラザ(春日市) 

 【第1部】　人権コンサート 
テーマ　わたしの子育て、 
　　　　本当はどうかな？ 

内　容 

入場料　無　料　 
※手話通訳、要約筆記で説明します。 

 

 問い合わせ　福岡県保健福祉部人権・同和対策局調整課　092-651-1111へ 
 

1995年から2004年は人権教育のための国連10年です  

 

　子どもの良いところをほめて伸ば

していこうということを目標に、岡

垣町児童生徒表彰を実施します。 

　子どもの良さは数多くの基準があ

ると思いますが、今年度はボランテ

ィア活動への参加(ボランティアノート)

を中心に選考します。 

対　象　小学1年生から中学3年生(義

務教育期間中何度でも受賞可) 

選考対象期間　平成15年4月から12月 

選考基準　○ボランティア活動に参

　　　　　　 加した 

　　　　　 ○特別な善行を行った 

表　彰　3学期に学校で表彰し、記念

　　　品を贈ります。 

問い合わせ　社会教育課へ 

○遺伝病ではありません。 

○感染力の極めて弱い細菌が原因の病気です。飲食や入浴など

　の日常生活では感染しません。旅館業法第5条第1号および

　公衆浴場法第4条の｢伝染病の疾病｣には該当しません。 

○優れた治療薬が開発されているので、数日から1週間ほどの

　外来治療で完治します。 

○回復した人に接触しても感染しません。 

○早期に治療すれば、身体に障害が残りません。また、身体の

　変化は後遺症に過ぎません。 

 

　療養所に入所しているほとんどの入所者がハンセン病自体は

治癒しているにもかかわらず、ハンセン病に対する偏見や差別

が地域社会への復帰を困難にしています。 

問い合わせ　福岡法務局北九州支局人権擁護係　561-3542へ 

ハンセン病について 
正しく理解しましょう 

岡垣町児童生徒表彰を始めます 

     　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
 

○
旧
軍
人
・
軍
属
で
、
恩
給
な
ど
を

受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
 

○
終
戦
時
に
海
外
か
ら
戻
っ
て
き
た

人
 

※
す
で
に
請
求
し
た
人
は
、
請
求
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

申
し
込
み
方
法
　
健
康
福
祉
課
に
あ

る
請
求
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に
提
出
 

問
い
合
わ
せ
　
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
　
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３
へ
 

   ○
母
子
家
庭
の
人
の
就
労
相
談
や
情

報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
０
９
２-

５
８
４-

３
９
３
１
 

福
岡
県
児
童
家
庭
課
 

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
７
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

 ○
就
職
に
つ
な
が
る
教
育
訓
練
講
座

の
受
講
や
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
取

得
す
る
た
め
の
自
立
支
援
給
付
金
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

対
　
象
　
県
内
の
町
村
に
住
所
が
あ

る
母
子
家
庭
の
人
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
児
童
家
庭
課

　
０
９
２-

６
４
３-

３
２
５
７
 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

　
２
０
１-

４
１
６
２
へ
 

   　
平
成
15
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

受
け
付
け
は
、
平
成
16
年
２
月
16
日

（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
で
す
が
、

還
付
を
受
け
る
申
告
に
限
り
、
平
成

16
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
若
松
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
還
付
の
申
告
書
を
早
く
提
出
す
る

と
、
早
く
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署
�
７
６

１-

２
５
３
６
へ
 

        　
応
募
作
品
か
ら
、
気
に
入
っ
た
作

品
に
一
票
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
投

票
し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
　
ま
た
、
投

票
で
人
気
作
品
上
位
30
人
に
も
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
16
日
（
金
）
か
ら
31
日

（
土
）　
 

と
こ
ろ
　
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
 

投
票
方
法
　
ぎ
ゃ
ら
り
ー
の
中
央
に

あ
る
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
設
置
し

て
あ
る
「
み
ん
な
の
ご
意
見
箱
」
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
運

営
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中
央
公
民

館
内
）へ
 

      　
平
成
15
年
度
か
ら
毎
月
第
３
日
曜

日
を
家
庭
の
日
と
定
め
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
　
象
　
岡
垣
町
民
 

申
し
込
み
方
法
　
社
会
教
育
課
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
２
８
２-

６
０
２
４
）
・
中
央

公
民
館
窓
口
へ
 

締
め
切
り
　
平
成
16
年
１
月
30
日（
金
） 

※
優
秀
作
に
は
景
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
月
７
日
（
土
）
の
家

庭
教
育
講
演
会
で
掲
示
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
へ
 

   募
集
団
地
　
小
森
野
団
地（
久
留
米
市
） 

募
集
期
間
　
平
成
16
年
１
月
19
日（
月
）

か
ら
１
月
27
日（
火
） 

応
募
方
法
　
平
成
16
年
１
月
19
日（
月
）

か
ら
役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
窓
口
・

東
部
公
民
館
に
あ
る
入
居
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
住
宅
供
給

公
社
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

県
営
住
宅
管
理
事
務

所
　
６
９
１-

５
９
７
０
へ
 

      

　
公
開
で
行
わ
れ
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
28
日（
水
）午
後
２
時
 

と
こ
ろ
　
い
こ
い
の
里
 

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
室
へ
 

   　
重
度
視
覚
障
害
者
・
重
度
脳
性
ま

ひ
者
な
ど
の
全
身
性
障
害
者
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
※
託
児
有
 

と
こ
ろ
　
グ
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）　
 

と
　
き
　
平
成
16
年
３
月
４
日
（
木
）

か
ら
３
月
27
日（
土
） 

対
　
象
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

婦
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級
の

資
格
者
ま
た
は
本
講
習
会
終
了
時
ま

で
に
取
得
予
定
の
人
 

受
講
料
　
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
（
六

千
五
百
円
）は
自
己
負
担
 

定
　
員
　
20
人
 

申
し
込
み
　
平
成
16
年
１
月
30
日（
金
）

ま
で
に
、
健
康
福
祉
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
８

１
６-

０
８
０
４
春
日
市
原
町
３-

１-

７
グ
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ
郵

送
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
　
０
９
２-

５
８
４-

３
９

２
２
へ
 

      　
ペ
タ
ン
ク
を
し
て
み
た
い
と
い
う

人
、
今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機

会
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
体
を
動
か

し
た
い
と
い
う
人
な
ど
を
対
象
に
、

ペ
タ
ン
ク
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
平
成
16
年
２
月
１
日
・
15 

日
、
３
月
７
日
・
21
日
※
い
ず
れ
も

第
１
・
３
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
 

と
こ
ろ
　
す
ぱ
ー
く
岡
垣
 

対
　
象
　
岡
垣
町
民
 

募
集
人
数
　
１
回
50
人
程
度
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公

民
館
へ
 

 

～正しい理解が偏見や差別をなくす第一歩です～ 

お
し
ら
せ 

家族みんなで 

新年を笑顔で 

再確認!
年始の 
交通安全 
チェック 

過ごすために 

いつでもどこでも安全確認 シートベルトを必ず着用 

しない、させない飲酒運転 天気予報や道路情報を必ずチェック 

問い合わせ　折尾警察署・折尾防犯協会連合会　691-0110または岡垣町防犯協会(地域づくり課)へ 

 

事故は慣れた 
道路で多発する 

 

後部座席でも 
しっかり着用 
 
子どもにはチャイ 
ルドシートを 

わずかなお酒も 
事故のもと 

不安なときは 
ルートを変えよう 

お
詫
び
と
訂
正
 

 

『
広
報
お
か
が
き
』
12
月
25
日
の

行
事
予
定
の
中
で
、
１
月
12
日（
祝
・

月
）・
成
人
式
の
受
付
時
間
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。 

正
し
く
は
、
受
付
＝
午
前
10
時
30

分
、
式
典
＝
午
前
11
時
で
す
。
深

く
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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12月7日のクリスマスパーティーで、サンタとトナカイが83人の 

参加者に、プレゼントを贈りました。イギリスのゲームをしたり、 

クリストファの弾くピアノに合わせて歌ったりして、楽しいひと 

ときを過ごしました。 

餅つきを通して、交流を深めました。 餅つきを通して、交流を深めました。 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

ス
ポ
ー
ツ
結
果
 

が
ん
ば
っ
た
人
に
　
マ
ル
！
 

第
17
回
北
部
支
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
男
子
選
手
権
大
会
 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ふ
く
お
か
 

　
　
県
民
大
会（
ペ
タ
ン
ク
の
部
） 

第
26
回
遠
賀
町
少
年
柔
道
大
会
 

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
福
岡
 

県
大
会（
ペ
タ
ン
ク
テ
ィ
ー
ル
競
技
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
11
月
例
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会
 

第
４
回
岡
垣
町
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会
 

秋
季
ペ
タ
ン
ク
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
 

シ
ル
バ
ー
射
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
道
連
盟
 

第
6
回
会
長
杯（
冬
季
大
会
） 

　
　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
 

地
域
対
抗
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

少
年
剣
道
大
会
 

     と
　
き
　
1
月
16
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
あ
る
ば
と
ろ
す（
フ
ォ
ー
ク
） 

曲
　
目
　
風
が
は
こ
ぶ
も
の
ほ
か
 

※
入
場
無
料
 

  　
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

し
た
演
奏
家
た
ち
に
よ
る
音
楽
の
祭
典
。
 

と
　
き
　
1
月
25
日（
日
）午
後
2
時
 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団
・
古

木
雅
士
・
荒
牧
英
恵
・
永
田
裕
理
・

野
末
敏
子
・
上
村
貴
子
・
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
・
津
軽
聖
弦
会
・
緒
方
旭
生
・

岡
垣
少
年
少
女
合
唱
団
・
薔
薇
の
コ

ー
ラ
ス
・
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
「
合
唱

団
つ
つ
じ
た
ち
」（
出
演
順
） 

入
場
料
　
○
前
売
五
百
円
 

　
　
　
　
○
当
日
八
百
円
 

 　
ペ
イ
ン
ト
を
中
心
に
木
の
プ
レ
ー

ト
か
ら
作
り
始
め
ま
す
。
 

と
　
き
　
第
1
・
2
・
3
月
曜
日
午

前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

講
　
師
　
有
持
美
津
子
 

入
会
金
　
二
千
二
百
五
十
円
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
） 

教
材
費
　
約
六
千
円
 

※
見
学
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

      と
　
き
　
10
月
19
日
 

と
こ
ろ
　
冷
泉
公
園
広
場
 

優
　
勝
　
岡
垣
Ｂ
チ
ー
ム（
愛
甲
庄
次
・

松
永
博
治
・
松
井
ヒ
ナ
子
）
 

   と
　
き
　
10
月
24
日
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
総
合
運
動
広
場
 

優
　
勝
　
東
山
田
チ
ー
ム
 

（
太
田
資
夫
・
河
村
兼
試
・
下
川
武
行
・

瀬
川
末
通
・
松
田
研
一
）
 

準
優
勝
　
乳
垂
チ
ー
ム
 

（
深
川
信
行
・
広
瀬
満
雄
・
上
野
要

太
郎
・
平
川
博
・
近
藤
謙
治
）
 

   と
　
き
　
11
月
３
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
武
道
館
 

《
小
学
生
男
子
低
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
神
田
　
真
吾
 

第
3
位
　
三
輪
　
公
尭
 

《
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
市
川
　
麻
衣
 

第
3
位
　
岩
崎
　
優
佳
 

《
中
学
生
男
子
の
部
》
 

準
優
勝
　
市
川
　
浩
希
 

《
中
学
生
女
子
の
部
》
 

準
優
勝
　
金
本
　
美
耶
加
 

《
小
学
生
団
体
の
部
》
 

優
　
勝
　
白
雲
練
成
会
Ａ
 

（
神
田
真
吾
・
柳
井
淳
志
・
浦
川
昇
大
・

市
川
麻
衣
・
今
任
翔
太
）
 

《
中
学
生
の
部
》
 

準
優
勝
　
白
雲
練
成
会
Ａ
 

（
岩
崎
優
翔
・
矢
竹
拓
也
・
市
川
浩
希
・

村
崎
史
一
・
塩
川
恒
彦
）
 

   と
　
き
　
11
月
３
日
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
 

《
幼
年
の
部
》
 

第
3
位
　
門
司
　
龍
一
 

《
小
学
4
年
生
の
部
》
 

準
優
勝
　
松
本
　
隆
一
 

第
3
位
　
渡
邊
　
龍
馬
 

             と
　
き
　
11
月
16
・
23
日
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

《
壮
年
の
部
後
期
》
 

優
　
勝
　
マ
ン
シ
ャ
フ
ト
 

準
優
勝
　
吉
木
同
好
会
 

第
3
位
　
ガ
ン
バ
岡
垣
 

《
青
年
の
部
後
期
》
 

優
　
勝
　
マ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
Ａ
）
 

準
優
勝
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
Ａ
）
 

第
3
位
　
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
 

   と
　
き
　
11
月
16
日
 

と
こ
ろ
　
小
郡
市
立
石
運
動
公
園
 

準
優
勝
　
松
�
　
吉
次
 

   と
　
き
　
11
月
23
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
弓
道
場
 

優
　
勝
　
来
田
　
忠
義
 

準
優
勝
　
花
田
日
出
登
 

第
3
位
　
檀
　
美
代
子
 

   と
　
き
　
11
月
22
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
　
勝
　
松
�
　
吉
次
 

準
優
勝
　
森
　
　
 
茂
 

第
3
位
　
小
池
宗
矢
夫
 

   と
　
き
　
11
月
30
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
体
育
館
 

《
ミ
ッ
ク
ス
の
部
》
 

優
　
勝
　
ラ
ビ
ッ
ト（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
小
川
・
藤
元
・
松
本
・
曽
我
・
外
堀
・

木
原
六
）
 

準
優
勝
　
Ｂ
‘Ｚ
（
新
�
同
好
会
）
 

（
相
島
・
持
永
・
北
・
湊
）
 

第
3
位
　
Ｏ
Ｎ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
岡
垣

倶
楽
部
）（
井
上
・
河
野
・
間
部
・
林
）
 

《
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
》 

優
　
勝
　
Ｈ
２
Ｏ（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
木
原
小
・
岡
田
・
橋
田
・
福
澄
）
 

準
優
勝
　
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
 

（
新
�
同
好
会
）
 

（
北
崎
・
野
田
綾
・
重
山
・
吉
村
）
 

第
3
位
　
ｔ
ｗ
ｏ
・
ｂ
ｅ
ａ
ｔ
 

（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
石
田
・
許
斐
・
榎
並
・
松
木
）
 

   と
　
き
　
11
月
28
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

《
男
子
の
部
》
 

優
　
勝
　
早
野
　
　
孝
 

準
優
勝
　
森
　
　
　
茂
 

第
3
位
　
浜
中
　
邦
夫
 

《
女
子
の
部
》
 

優
　
勝
　
花
田
き
み
子
 

準
優
勝
　
白
石
久
美
子
 

第
3
位
　
谷
山
　
征
子
 

   と
　
き
　
12
月
２
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
　
勝
　
行
山
　
國
雄
 

準
優
勝
　
古
賀
　
　
貢
 

第
3
位
　
石
橋
　
丈
夫
 

   と
　
き
　
11
月
30
日
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

《
女
子
団
体
Ａ
級
の
部
》 

優
　
勝
　
ク
レ
ア
 

（
矢
�
・
生
山
・
大
倉
・
石
井
）
 

第
3
位
　
岡
垣
ク
ラ
ブ
 

（
神
谷
・
柳
・
赤
星
・
二
郎
丸
）
 

い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会
 

　
　
　
〜
世
界
の
お
国
め
ぐ
り
〜
 

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
受
講
生
募
集
 

　日韓共通の文化、碁盤を

囲んで国際交流しませんか？  

と　き　平成16年1月31日(土)

午前9時から午後3時 

ところ　いこいの里 

問い合わせ　岡垣国際交流

協会　282-0549へ 

日韓友好囲碁大会 
出場者募集 

　11月29日、いこいの里で「外国の若者と本音で語り理解し合おう」

をテーマに、ワールド青少年のつどいを開催しました。外国人参加者

約70人を含む270人が集まりました。 

　つどいでは、日本の文化の１つである、餅つきを行いました。臼に

入れた餅をリズムよくついていく様子に、外国の人たちは驚きと感動

を含めた表情をしていました。また、ミャンマーから参加した人は、

ミャンマーにも同じ様な餅つきの文化があり、懐かしく思ったそうです。 

　外国と日本の文化の違いを見つ

けるのは楽しいことです。音楽や

踊り、ジェスチャーや視線を合わ

せるだけでも交流はできます。言

葉は二の次にして、国際交流を始

めてみませんか？ 

 
　年末年始をイギリスで過ごせて、楽しかったです。今

回は、みなさんが知らないクリスマスとお正月を教えた

いと思います。 

 

★イギリスのお正月は日本のクリスマス! 
　イギリスのクリスマスは、日本のお正月と同じように

家族と一緒に過ごす時間です。逆に、お正月は日本のク

リスマスと同じように友達と一緒に遊んだりして、パー

ティーをします。 

★サンタはトルコ人！ 
　セント・ニコラス(St. Nicholas)という人が1600年前、

トルコのミーラという町に生まれました。この人のやさ

しさについての噂がヨーロッパで広がりました。その後、

プレゼントを配る習慣がオランダで広がり、その習慣と

St. Nicholasの話がアメリカに伝わって、サンタクロース

（Santa Claus）という名前になりました。トナカイやそ

りなどの話しも全てアメリカから広がったものです。 

★26日も休み！ 
　12月26日、クリスマスの次の日はボクシング・デイと

いわれています。イギリスでこの日は休みです。どうし

てボクシング・デイと呼ぶかというと、昔のイギリスの

習慣で、箱(box)を作り、その中にお金を入れて、プレゼ

ントとして公務員に配っていた日が26日だったため、そ

う呼ばれるようになりました。 

★硬貨はケーキの材料！ 
　イギリスの伝統的なクリスマスデザートはクリスマス

ケーキで、台所から出す前に、ダイニングルームの電気

を消して、ケーキの上にブランデーを注いで、火をつけ

て持って行きます。クリスマスケーキを作る時に１つの

材料として使うのは硬貨です。ケーキを分けたとき、硬

貨が入っている分をもらった人に、１年間の幸運をもた

らすという言い伝えがあるからです。 

★クリスマスは違法だった！ 
　1647年にイギリスではクリスマスが違法になりました。

その時の清教徒政府の意見ではクリスマスを楽しむ代わ

りに、ちゃんとキリストに祈るべきということで、クリ

スマスはお祝いの代わりに、とてもまじめで宗教的な日

になりました。家に飾りを付けても逮捕されました。

1660年に政府が代わって、この変な法律がなくなりまし

た。 
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12月7日のクリスマスパーティーで、サンタとトナカイが83人の 

参加者に、プレゼントを贈りました。イギリスのゲームをしたり、 

クリストファの弾くピアノに合わせて歌ったりして、楽しいひと 

ときを過ごしました。 

餅つきを通して、交流を深めました。 餅つきを通して、交流を深めました。 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

ス
ポ
ー
ツ
結
果
 

が
ん
ば
っ
た
人
に
　
マ
ル
！
 

第
17
回
北
部
支
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
男
子
選
手
権
大
会
 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ふ
く
お
か
 

　
　
県
民
大
会（
ペ
タ
ン
ク
の
部
） 

第
26
回
遠
賀
町
少
年
柔
道
大
会
 

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
福
岡
 

県
大
会（
ペ
タ
ン
ク
テ
ィ
ー
ル
競
技
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
11
月
例
会
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会
 

第
４
回
岡
垣
町
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会
 

秋
季
ペ
タ
ン
ク
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
 

シ
ル
バ
ー
射
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
道
連
盟
 

第
6
回
会
長
杯（
冬
季
大
会
） 

　
　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
 

地
域
対
抗
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

少
年
剣
道
大
会
 

     と
　
き
　
1
月
16
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
あ
る
ば
と
ろ
す（
フ
ォ
ー
ク
） 

曲
　
目
　
風
が
は
こ
ぶ
も
の
ほ
か
 

※
入
場
無
料
 

  　
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

し
た
演
奏
家
た
ち
に
よ
る
音
楽
の
祭
典
。
 

と
　
き
　
1
月
25
日（
日
）午
後
2
時
 

と
こ
ろ
　
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団
・
古

木
雅
士
・
荒
牧
英
恵
・
永
田
裕
理
・

野
末
敏
子
・
上
村
貴
子
・
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
・
津
軽
聖
弦
会
・
緒
方
旭
生
・

岡
垣
少
年
少
女
合
唱
団
・
薔
薇
の
コ

ー
ラ
ス
・
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
「
合
唱

団
つ
つ
じ
た
ち
」（
出
演
順
） 

入
場
料
　
○
前
売
五
百
円
 

　
　
　
　
○
当
日
八
百
円
 

 　
ペ
イ
ン
ト
を
中
心
に
木
の
プ
レ
ー

ト
か
ら
作
り
始
め
ま
す
。
 

と
　
き
　
第
1
・
2
・
3
月
曜
日
午

前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

講
　
師
　
有
持
美
津
子
 

入
会
金
　
二
千
二
百
五
十
円
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
） 

教
材
費
　
約
六
千
円
 

※
見
学
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

      と
　
き
　
10
月
19
日
 

と
こ
ろ
　
冷
泉
公
園
広
場
 

優
　
勝
　
岡
垣
Ｂ
チ
ー
ム（
愛
甲
庄
次
・

松
永
博
治
・
松
井
ヒ
ナ
子
）
 

   と
　
き
　
10
月
24
日
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
町
総
合
運
動
広
場
 

優
　
勝
　
東
山
田
チ
ー
ム
 

（
太
田
資
夫
・
河
村
兼
試
・
下
川
武
行
・

瀬
川
末
通
・
松
田
研
一
）
 

準
優
勝
　
乳
垂
チ
ー
ム
 

（
深
川
信
行
・
広
瀬
満
雄
・
上
野
要

太
郎
・
平
川
博
・
近
藤
謙
治
）
 

   と
　
き
　
11
月
３
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
武
道
館
 

《
小
学
生
男
子
低
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
神
田
　
真
吾
 

第
3
位
　
三
輪
　
公
尭
 

《
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
》
 

優
　
勝
　
市
川
　
麻
衣
 

第
3
位
　
岩
崎
　
優
佳
 

《
中
学
生
男
子
の
部
》
 

準
優
勝
　
市
川
　
浩
希
 

《
中
学
生
女
子
の
部
》
 

準
優
勝
　
金
本
　
美
耶
加
 

《
小
学
生
団
体
の
部
》
 

優
　
勝
　
白
雲
練
成
会
Ａ
 

（
神
田
真
吾
・
柳
井
淳
志
・
浦
川
昇
大
・

市
川
麻
衣
・
今
任
翔
太
）
 

《
中
学
生
の
部
》
 

準
優
勝
　
白
雲
練
成
会
Ａ
 

（
岩
崎
優
翔
・
矢
竹
拓
也
・
市
川
浩
希
・

村
崎
史
一
・
塩
川
恒
彦
）
 

   と
　
き
　
11
月
３
日
 

と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
 

《
幼
年
の
部
》
 

第
3
位
　
門
司
　
龍
一
 

《
小
学
4
年
生
の
部
》
 

準
優
勝
　
松
本
　
隆
一
 

第
3
位
　
渡
邊
　
龍
馬
 

             と
　
き
　
11
月
16
・
23
日
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

《
壮
年
の
部
後
期
》
 

優
　
勝
　
マ
ン
シ
ャ
フ
ト
 

準
優
勝
　
吉
木
同
好
会
 

第
3
位
　
ガ
ン
バ
岡
垣
 

《
青
年
の
部
後
期
》
 

優
　
勝
　
マ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
Ａ
）
 

準
優
勝
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
Ａ
）
 

第
3
位
　
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
 

   と
　
き
　
11
月
16
日
 

と
こ
ろ
　
小
郡
市
立
石
運
動
公
園
 

準
優
勝
　
松
�
　
吉
次
 

   と
　
き
　
11
月
23
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
弓
道
場
 

優
　
勝
　
来
田
　
忠
義
 

準
優
勝
　
花
田
日
出
登
 

第
3
位
　
檀
　
美
代
子
 

   と
　
き
　
11
月
22
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
　
勝
　
松
�
　
吉
次
 

準
優
勝
　
森
　
　
 
茂
 

第
3
位
　
小
池
宗
矢
夫
 

   と
　
き
　
11
月
30
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
体
育
館
 

《
ミ
ッ
ク
ス
の
部
》
 

優
　
勝
　
ラ
ビ
ッ
ト（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
小
川
・
藤
元
・
松
本
・
曽
我
・
外
堀
・

木
原
六
）
 

準
優
勝
　
Ｂ
‘Ｚ
（
新
�
同
好
会
）
 

（
相
島
・
持
永
・
北
・
湊
）
 

第
3
位
　
Ｏ
Ｎ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
岡
垣

倶
楽
部
）（
井
上
・
河
野
・
間
部
・
林
）
 

《
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
》 

優
　
勝
　
Ｈ
２
Ｏ（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
木
原
小
・
岡
田
・
橋
田
・
福
澄
）
 

準
優
勝
　
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
 

（
新
�
同
好
会
）
 

（
北
崎
・
野
田
綾
・
重
山
・
吉
村
）
 

第
3
位
　
ｔ
ｗ
ｏ
・
ｂ
ｅ
ａ
ｔ
 

（
岡
垣
倶
楽
部
）
 

（
石
田
・
許
斐
・
榎
並
・
松
木
）
 

   と
　
き
　
11
月
28
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

《
男
子
の
部
》
 

優
　
勝
　
早
野
　
　
孝
 

準
優
勝
　
森
　
　
　
茂
 

第
3
位
　
浜
中
　
邦
夫
 

《
女
子
の
部
》
 

優
　
勝
　
花
田
き
み
子
 

準
優
勝
　
白
石
久
美
子
 

第
3
位
　
谷
山
　
征
子
 

   と
　
き
　
12
月
２
日
 

と
こ
ろ
　
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
　
勝
　
行
山
　
國
雄
 

準
優
勝
　
古
賀
　
　
貢
 

第
3
位
　
石
橋
　
丈
夫
 

   と
　
き
　
11
月
30
日
 

と
こ
ろ
　
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

《
女
子
団
体
Ａ
級
の
部
》 

優
　
勝
　
ク
レ
ア
 

（
矢
�
・
生
山
・
大
倉
・
石
井
）
 

第
3
位
　
岡
垣
ク
ラ
ブ
 

（
神
谷
・
柳
・
赤
星
・
二
郎
丸
）
 

い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会
 

　
　
　
〜
世
界
の
お
国
め
ぐ
り
〜
 

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
受
講
生
募
集
 

　日韓共通の文化、碁盤を

囲んで国際交流しませんか？  

と　き　平成16年1月31日(土)

午前9時から午後3時 

ところ　いこいの里 

問い合わせ　岡垣国際交流

協会　282-0549へ 

日韓友好囲碁大会 
出場者募集 

　11月29日、いこいの里で「外国の若者と本音で語り理解し合おう」

をテーマに、ワールド青少年のつどいを開催しました。外国人参加者

約70人を含む270人が集まりました。 

　つどいでは、日本の文化の１つである、餅つきを行いました。臼に

入れた餅をリズムよくついていく様子に、外国の人たちは驚きと感動

を含めた表情をしていました。また、ミャンマーから参加した人は、

ミャンマーにも同じ様な餅つきの文化があり、懐かしく思ったそうです。 

　外国と日本の文化の違いを見つ

けるのは楽しいことです。音楽や

踊り、ジェスチャーや視線を合わ

せるだけでも交流はできます。言

葉は二の次にして、国際交流を始

めてみませんか？ 

 
　年末年始をイギリスで過ごせて、楽しかったです。今

回は、みなさんが知らないクリスマスとお正月を教えた

いと思います。 

 

★イギリスのお正月は日本のクリスマス! 
　イギリスのクリスマスは、日本のお正月と同じように

家族と一緒に過ごす時間です。逆に、お正月は日本のク

リスマスと同じように友達と一緒に遊んだりして、パー

ティーをします。 

★サンタはトルコ人！ 
　セント・ニコラス(St. Nicholas)という人が1600年前、

トルコのミーラという町に生まれました。この人のやさ

しさについての噂がヨーロッパで広がりました。その後、

プレゼントを配る習慣がオランダで広がり、その習慣と

St. Nicholasの話がアメリカに伝わって、サンタクロース

（Santa Claus）という名前になりました。トナカイやそ

りなどの話しも全てアメリカから広がったものです。 

★26日も休み！ 
　12月26日、クリスマスの次の日はボクシング・デイと

いわれています。イギリスでこの日は休みです。どうし

てボクシング・デイと呼ぶかというと、昔のイギリスの

習慣で、箱(box)を作り、その中にお金を入れて、プレゼ

ントとして公務員に配っていた日が26日だったため、そ

う呼ばれるようになりました。 

★硬貨はケーキの材料！ 
　イギリスの伝統的なクリスマスデザートはクリスマス

ケーキで、台所から出す前に、ダイニングルームの電気

を消して、ケーキの上にブランデーを注いで、火をつけ

て持って行きます。クリスマスケーキを作る時に１つの

材料として使うのは硬貨です。ケーキを分けたとき、硬

貨が入っている分をもらった人に、１年間の幸運をもた

らすという言い伝えがあるからです。 

★クリスマスは違法だった！ 
　1647年にイギリスではクリスマスが違法になりました。

その時の清教徒政府の意見ではクリスマスを楽しむ代わ

りに、ちゃんとキリストに祈るべきということで、クリ

スマスはお祝いの代わりに、とてもまじめで宗教的な日

になりました。家に飾りを付けても逮捕されました。

1660年に政府が代わって、この変な法律がなくなりまし

た。 
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撮影場所：三里松原撮影場所：三里松原 撮影場所：三里松原 

　 

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
 

謹
賀
新
年
 

池田　一歩 
ベースボール選手 

石田　祥平 
プロスポーツ選手か、 

国土地理院で働くか、トラベルライター。 

岩奥　真美 
美容師か薬剤師 

江口　稔征 
オートレース選手か 
スポーツ新聞記者 

 

川畑　　裕 
飛行機のパイロット 

倉津　仁美 
美容師 

杉岡　正教 
ガラス職人 

園田　祐月 
発明家 

歳山　　楓 
歌　手 

 

永島　由貴 
客室乗務員 

西村　　啓 
牧　師 

向井 明日香 
看護士か美容師 

20人 

183人 

373人 

510人 

403人 

356人 

319人 

297人 

2,461人 

明治41年生まれ 

大正　9年生まれ　 

昭和　7年生まれ　 

　　19年生まれ　 

　　31年生まれ 

　　43年生まれ 

　　55年生まれ 

平成　4年生まれ 

岡垣町内 

 

名　　前 
将来の夢 
 

～戸切小学校5年生～ 申 年 生 ま れ 

環境にやさしいまちへ 
国際標準化規格「ISO14001」を取得しました 

　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子どもたちにどもたちに 

残していくことは、今を生きる私たちの役目です。残していくことは、今を生きる私たちの役目です。 

　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進してい　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進していきます。きます。 

環境にやさしいまちへ 
国際標準化規格「ISO14001」を取得しました 

　環境破壊が問題となっている現代社会、自然を未来の子どもたちに 

残していくことは、今を生きる私たちの役目です。 

　岡垣町は、これからも環境を守る取り組みを推進していきます。 

宮　 美代子 
劇団に入って役者 


